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What the Pros Say

Currently drawing attention

何がすごい？
の研究、JAIST “目利き”のプロが語る、いま注目の研究

大学の研究は、専門的で分かりにくい。そう感じる方も少なくないかもしれません。
JAISTには、研究を横断的に見つめ、その価値を社会へとつなぐ専門家、リサーチ・アドミニストレータ
（URA）がいます。URAは日々、多くの企業訪問にて現場の声を聴きながら、どの研究が社会につながる
可能性を持つのか等を見極めています。
本特集では、そんな“研究の目利き”のプロ集団のうち、安田URA、森URA、の2名にお聞きし、JAISTの
いま注目すべき研究とその魅力、JAISTの研究のすごさに迫ります。

特集1  教えてURA

安田 知一 YASUDA Tomokazu

先端国際・社会変革推進本部
（兼務）未来創造イノベーション推進本部 特任教授／
リサーチアドミニストレーター（URA）

URAが考える「いま注目の研究テー
マ」。JA ISTの研究の中で、いま注
目だと思う研究テーマをお教えくだ
さい。

JAISTの研究の強みは何だと感じて
いますか。また、新しい研究や連携が
生まれる背景には、どのようなものが
ありますか。

大学のシーズと企業のニーズが結び
ついた事例についてお教えください。

大学のシーズと企業のニーズをつなぐ
うえで、重要にしているポイントをお
教えください。

安田URA 安田URA 森URA 森URA

　現在多くの注目を集めている研究分野
の一つにバイオメディカル分野があります。
世の中で医工連携が掲唱されて久しいで
すが、近年の多様で急速な医療の進展に
伴って、生体に適合する新しい材料（バイオ
マテリアル）や生体の仕組みを工学的に活
用する技術（バイオエンジニアリング）を新
たな医療や医薬品を実現する取り組みが
非常に活発になっています。
　JAISTではこの社会ニーズに資するべく、
バイオマテリアル分野とデータサイエンス
の融合による新たな研究・産業創出を牽引
する重点拠点として『超越バイオメディカル
ＤＸ研究拠点』を設置し、医療系大学や企
業と次世代医療の実現に向けた研究開発
を推進しています。具体的には、『機能性高
分子材料による生体組織・細胞の機能制
御』『緑茶カテキン誘導体を用いたナノ粒子
形成技術』『超高速遺伝子光編集技術』等
を用いて医療・医薬・検査診断などの分野
で研究開発が推進されています。

　JAISTの研究の最大の強みは「最先端で
あること」だと感じています。他の研究機関
では見られない先進的でオリジナリティ高
い研究が数多く実施されています。これらの
研究は、多くが特定の製品やシステム等の
出口を志向したものではなく、新たな研究
や開発を推進するための基盤技術として利
用価値が高いことも大きな特徴です。こうし
て、日々基礎研究から社会実装につながる
種を生み出していると言えます。

　新たな研究・連携の多くは、異分野との
融合で互いの強みや課題を認識することを
きっかけに生まれることが多いと感じてい
ます。未来創造イノベーション推進本部で
は、Matching HUBを核として、研究者、企
業、自治体、金融機関などが分野を超えて
交流する機会を創出しています。URAはそ
の橋渡し役として、相互の課題や強みを結
び付け、新たな研究テーマや共創プロジェ
クトにつなげています。

　私たちの生活に関わる身近な事例として
は、本学の上原隆平教授と鎌田斗南助教
が、石塚王子ペーパーパッケージング株式
会社と共同開発した、新発想の紙製カプセ
ル容器「パックポン」がいま面白い展開を見
せています。近年急速に市場拡大するカプ
セルトイに着目して、牛乳パックの再資源化
素材を原料にした環境配慮型の紙容器の
形状設計を上原研究室が担当しました。紙
１枚の平らな展開図から、ハサミや接着剤
を使わずに立体的な球体カプセルへと組
み上げることができます。上原研究室が持
つ高度な数理的折り紙技術やパズルの知
見が、この精密な3次元設計に活かされてい
ます。
　パックポンは日常の「包む」という役割
に、折り紙や数理アルゴリズムのエッセンス
が融合した非常にユニークな取り組みであ
り、サステナブルなプロダクトとして引き合
いが多く、今後の展開が期待されています。

　本学の未来創造イノベーション推進本部
に所属するURAは、企業や公的機関など
で培った豊富な実務経験と高度な専門性

を活かし、産学官連携の推進に取り組んで
います。単なるシーズとニーズの橋渡しにと
どまらず、社会課題の本質を見据えながら、
未来社会の新たな価値創造や事業・産業
の創出を目指しています。その実現のため、
一見すると先端技術や高度な知見を必要
としないように見えるニーズに対しても丁
寧に耳を傾け、内容をURA全員で多角的
に分析します。そして、あらゆる可能性を排
除することなく、本質的なニーズを把握す
ることを重視しています。 “パックポン”はそ
のような姿勢から生まれた事例だと思って
います。

森 進太郎
未来創造イノベーション推進本部
研究員／
主任リサーチアドミニストレーター（Chief URA）

MORI Shintarou
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JAISTで育ち、
JAISTの未来をつくる立場へ

Kurisawa 
　　 M

otoichi
特集2　教員インタビュー

文句を言う前に、動け
若い頃の自分に一言アドバイスするなら2
学生や同僚との、少し長めの懇親会
研究以外で大切にしている時間4
人間万事、塞翁が馬。
研究と人との出会いに育てられてきたことを忘れない。

好きな言葉／研究者としての信条6

楽観的なので、行き詰まりに気づかない
研究に行き詰まったときの対処法は1
自分の居室。あとは宮竹から続く道（紅葉が最高）
JAISTで１番お気に入りの場所3
型にはまらないところ
JAISTらしさを一言で表すと5

栗澤元一先生に　一問一答！

　私がJAISTで学んだのは、大学が創設され
て間もない頃で、材料科学研究科の第1期
生として入学しました。新しい大学院を自分
たちも一緒につくっていくような熱気があ
り、教員と学生の関係も、今では考えにくい
ほど濃密でした。研究室では午前9時から
深夜までが事実上のコアタイムで、先生方は
研究だけでなく、日々の生活や将来のことま
で、家族以上に親身になって接してくれまし
た。私は決して模範的な学生ではなく、実
験結果の解釈や研究の進め方、さらには生
活態度についても、身がすくむほど厳しく問
われることがありました。当時は、頭で考え
たことを実験や行動に結び付けることがで
きず、吐きそうになるほど苦しみながら論理
的思考を鍛えられました。そこで培ったの
は、物事を筋道立てて考える力と、考えるだ
けで終わらせず、やると決めたからには徹底
して実行し、最後までやり抜く姿勢です。同
時に、すべてに手を出すのではなく、本当に
重要なことを見極め、やらないことを決める
大切さも学びました。それは研究に限らず、
人生に向き合う上での価値観の原点となっ
ています。

AISTで学ばれていた当時の
印象や、学生時代のエピソード

を教えてください。
J

Q

　専門は生体材料学で、現在は緑茶カテキ
ンを利用したナノ粒子型ドラッグデリバリー
システムと、体内への注入後にゲル化する
ハイドロゲルを研究しています。ナノ粒子で
は、薬を運ぶ機能に加え、カテキンが持つ
抗酸化・抗がん・抗血管新生作用を生か
し、薬との相乗的な治療効果を引き出すこ
とを目指しています。ハイドロゲルは、薬物
の長期徐放や損傷した組織の修復、再生医
療への応用を進めています。この分野を自
分の研究の軸にすると決めたのは、大学院
生の頃です。
　当時は、概念実証を中心とした基礎研究
で、それが実際に何の役に立つのか、自分
自身にも明確には見えていませんでした。
先生方や博士論文の審査委員からも、「そ
れは本当に人の役に立つ研究なのか」と厳
しく問われました。その言葉をきっかけに、
材料をつくるだけで終わらず、材料科学に
よって病気を治すところまで挑戦したいと考
えるようになりました。今振り返ると、あのと
き厳しく問われたことが、その後の研究者人
生の方向を決めてくれたのだと思います。競
争の厳しいA*STARでは、研究プロジェクト
をゼロから立ち上げました。その際にも、
「人の役に立つところまでつなげられる研
究なのか」という問いを持ち続けたことが、
自分なりの研究の軸となり、成果を生み出
すことにつながったと感じています。実際の
治療につながる研究を生み出すのは、決し
て簡単ではありません。それでも、材料科学
だからこそ、これまでにない治療を生み出せ
るかもしれない。その思いは今も変わってい
ません。そして今では、当時厳しく問いかけ
てくださった博士論文の審査委員の先生方
に、心から感謝しています。

感じます。歴史のある大学や研究機関を見
るほど、そうした積み重ねの大切さを実感し
ます。
　だからこそ今は、目先の成果を急ぐので
はなく、学生と教職員が一体となり、JAIST
の教育や研究を地域や社会の中へ深く根づ
かせていくことが大切だと考えています。そ
こから新しい人材や技術、産業が生まれ、
地域や社会と大学がともに発展していく。そ
うした活動を着実に積み重ねた先に、JAIST
ならではの個性と存在感が形づくられ、国
内外の優れた研究機関に伍する力も備わっ
てくるのだと思います。地域や社会から
「JAISTと一緒に何かを始めたい」と思って
もらえる、そんな大学を次の世代へつないで
いきたいと考えています。

専門分野や研究テーマ、
その分野に興味を持たれた

きっかけを教えてください。
ご

Q

　サッカーのワールドカップを見ながら、な
ぜ世代を問わず、あれほど多くの人が一つに
なって熱狂できるのだろうと思いました。
JAISTにも、学生をいい意味で巻き込み、気
がつけば本気になっているような仕掛けを
つくれないだろうかと思います。今の時代、
教育は本当に難しく、一方的に教えたり、挑
戦を促したりするだけでは、なかなか人の心
は動きません。だからこそ、学生、教職員、
修了生、地域の皆さんが一緒になり、ときに
は少しばかげて見えることにも、本気の熱量
で取り組める文化が大切です。大学は企業
とは少し違って、挑戦し、たとえ失敗しても、
それを次の学びに変えられる場所だと思い
ます。成功しなくても、その経験は次の世代
に手渡せます。JAISTを、誰もが夢中にな
り、新しい挑戦が次 と々生まれる場所にして
いきたいと思います。

内の教職員・学生・修了生、
そして学外へのメッセージを

お願いします。
学

Q

　研究科長として大切にしたいのは、教育
でも研究でも、いつも何か新しい挑戦が動
いていることです。ただ、新しいことを始め
るだけでよいとは思っていません。始めた取
組が本当に意味のあるものになっているの
か、進捗を見ながら絶えず問い直すことも
大切です。うまくいかなければ方向を変え、
場合によっては一区切りをつけ、その経験を
次の挑戦に生かす。そうした挑戦と検証を
柔軟に繰り返せる研究科でありたいと思っ
ています。
　JAISTには、知識科学、情報科学、マテリ
アルサイエンスという、研究対象もアプロー
チも大きく異なる分野が一つの研究科に集
まっています。これほど異なる分野が同じ組
織の中にあることは、世界的に見ても珍しい
のではないでしょうか。昨今は、アカデミア
にも「破壊的イノベーションを生み出せ」と、
半ば当然のように求められる時代です。もち
ろん、そう簡単に生み出せるものではなく、
私たち研究者にとってもなかなか大変な要
求です。しかしJAISTは、そのための素地が、
すでにあります。大切なのは、この強みを本
当に生かせるかどうかです。分野を超えた研
究を国内外の大学、企業、公的研究機関と
の連携や社会実装、スタートアップの創出へ
とつなげていく。そうした挑戦を積み重ねた
先に、「JAISTでなければ生まれない」と言
われる教育や研究が育ち、国内外から意欲
ある学生や研究者が自然と集まってくる。気
が付けば、そんな研究科になっている。それ
が私の理想です。

究科長として、どのような研
究科を目指していますか。ま

た、その実現に向けてどのような取組
を進めていきたいとお考えですか。

研
Q

Q

員として本学に戻り、さらに
研究科長に就任された今、

どのような思いがありますか。
教

先端科学技術研究科長・副学長・教授
北陸先端科学技術大学院大学
1998年3月博士後期課程修了
博士（材料科学）

シンガポール 科学技術研究庁
（A*STAR）に18年間在籍し、Principal 
Investigatorとして研究室を主宰。2021
年、かつて大学院生として研鑽を積ん
だJAISTに教授として着任した。専門は
生体材料学。現在は、緑茶カテキンの
生理活性を活用し、薬を患部へ運ぶと
ともに治療効果も発揮するナノ粒子の
開発に取り組んでいる。また、体内に注
入した後にゲル化するハイドロゲルを
用いた組織修復や再生医療の研究に
も取り組んでいる。米国ボストンの研究
者らと複数のスタートアップを共同で
設立するなど、企業との共同研究や起
業を通じて、ナノ医療および再生医療
技術の社会実装を推進している。

栗澤 元一
KURISAWA Motoichi

　JAISTの創設から間もない時期に、材料科学研究科の
第1期生として学び、博士号を取得した栗澤教授。修了後
は国内外で研究者として経験を重ね、シンガポール科学
技術研究庁（A*STAR）では18年間にわたり研究室を主
宰しました。2021年、研究者としての原点であるJAISTに

教授として戻り、現在は研究科長・副学長として、教育・研
究と大学運営を担っています。
　かつて自身を育てた場所で、今度は次世代の研究者を
育てる立場となった栗澤教授。JAISTでの学びや海外で
培った視点を、現在の教育や大学運営にどのように生か
し、JAISTの未来をどのように描いているのでしょうか。
　本企画では、学生時代から現在に至るまでの歩み、研
究科長として目指す大学院教育と研究の姿、そして生体材
料学を基盤とする先端研究と、その成果を医療へつなげる
社会実装への挑戦について紹介します。

　教員としてJAISTに戻ったときは、懐かし
さとともに、大きな責任を感じました。かつ
て自分が学び、先生方に育てていただいた
場所で、今度は学生や若手研究者を育てる
側になったからです。研究科長・副学長と
なった今は、自分自身が研究成果を出すこ
とだけでなく、次の世代が自由に挑戦し、成
果を生み出せる土壌をどう残していくかを、
以前より強く考えるようになりました。
　JAISTは創立からまだ35年余り。長い歴史
を持つ国内外の大学や研究機関と比べれ
ば、大学としてはまだ“若手”です。思い返す
と、創設期の私たち学生も教職員も、強い
思いと努力があれば、JAISTは日本初の国立
大学院大学として、短期間で基盤と存在感
を築けると考えていたのではないでしょう
か。しかし今、大学運営に関わる立場になっ
てみると、教育や研究、人とのつながりの
積み重ねが、大学としての確かな伝統や価
値観になるには、もう少し時間が必要だと
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JAISTで育ち、
JAISTの未来をつくる立場へ

Kurisawa 
　　 M

otoichi
特集2　教員インタビュー

文句を言う前に、動け
若い頃の自分に一言アドバイスするなら2
学生や同僚との、少し長めの懇親会
研究以外で大切にしている時間4
人間万事、塞翁が馬。
研究と人との出会いに育てられてきたことを忘れない。

好きな言葉／研究者としての信条6

楽観的なので、行き詰まりに気づかない
研究に行き詰まったときの対処法は1
自分の居室。あとは宮竹から続く道（紅葉が最高）
JAISTで１番お気に入りの場所3
型にはまらないところ
JAISTらしさを一言で表すと5

栗澤元一先生に　一問一答！

　私がJAISTで学んだのは、大学が創設され
て間もない頃で、材料科学研究科の第1期
生として入学しました。新しい大学院を自分
たちも一緒につくっていくような熱気があ
り、教員と学生の関係も、今では考えにくい
ほど濃密でした。研究室では午前9時から
深夜までが事実上のコアタイムで、先生方は
研究だけでなく、日々の生活や将来のことま
で、家族以上に親身になって接してくれまし
た。私は決して模範的な学生ではなく、実
験結果の解釈や研究の進め方、さらには生
活態度についても、身がすくむほど厳しく問
われることがありました。当時は、頭で考え
たことを実験や行動に結び付けることがで
きず、吐きそうになるほど苦しみながら論理
的思考を鍛えられました。そこで培ったの
は、物事を筋道立てて考える力と、考えるだ
けで終わらせず、やると決めたからには徹底
して実行し、最後までやり抜く姿勢です。同
時に、すべてに手を出すのではなく、本当に
重要なことを見極め、やらないことを決める
大切さも学びました。それは研究に限らず、
人生に向き合う上での価値観の原点となっ
ています。

AISTで学ばれていた当時の
印象や、学生時代のエピソード

を教えてください。
J

Q

　専門は生体材料学で、現在は緑茶カテキ
ンを利用したナノ粒子型ドラッグデリバリー
システムと、体内への注入後にゲル化する
ハイドロゲルを研究しています。ナノ粒子で
は、薬を運ぶ機能に加え、カテキンが持つ
抗酸化・抗がん・抗血管新生作用を生か
し、薬との相乗的な治療効果を引き出すこ
とを目指しています。ハイドロゲルは、薬物
の長期徐放や損傷した組織の修復、再生医
療への応用を進めています。この分野を自
分の研究の軸にすると決めたのは、大学院
生の頃です。
　当時は、概念実証を中心とした基礎研究
で、それが実際に何の役に立つのか、自分
自身にも明確には見えていませんでした。
先生方や博士論文の審査委員からも、「そ
れは本当に人の役に立つ研究なのか」と厳
しく問われました。その言葉をきっかけに、
材料をつくるだけで終わらず、材料科学に
よって病気を治すところまで挑戦したいと考
えるようになりました。今振り返ると、あのと
き厳しく問われたことが、その後の研究者人
生の方向を決めてくれたのだと思います。競
争の厳しいA*STARでは、研究プロジェクト
をゼロから立ち上げました。その際にも、
「人の役に立つところまでつなげられる研
究なのか」という問いを持ち続けたことが、
自分なりの研究の軸となり、成果を生み出
すことにつながったと感じています。実際の
治療につながる研究を生み出すのは、決し
て簡単ではありません。それでも、材料科学
だからこそ、これまでにない治療を生み出せ
るかもしれない。その思いは今も変わってい
ません。そして今では、当時厳しく問いかけ
てくださった博士論文の審査委員の先生方
に、心から感謝しています。

感じます。歴史のある大学や研究機関を見
るほど、そうした積み重ねの大切さを実感し
ます。
　だからこそ今は、目先の成果を急ぐので
はなく、学生と教職員が一体となり、JAIST
の教育や研究を地域や社会の中へ深く根づ
かせていくことが大切だと考えています。そ
こから新しい人材や技術、産業が生まれ、
地域や社会と大学がともに発展していく。そ
うした活動を着実に積み重ねた先に、JAIST
ならではの個性と存在感が形づくられ、国
内外の優れた研究機関に伍する力も備わっ
てくるのだと思います。地域や社会から
「JAISTと一緒に何かを始めたい」と思って
もらえる、そんな大学を次の世代へつないで
いきたいと考えています。

専門分野や研究テーマ、
その分野に興味を持たれた

きっかけを教えてください。
ご
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　サッカーのワールドカップを見ながら、な
ぜ世代を問わず、あれほど多くの人が一つに
なって熱狂できるのだろうと思いました。
JAISTにも、学生をいい意味で巻き込み、気
がつけば本気になっているような仕掛けを
つくれないだろうかと思います。今の時代、
教育は本当に難しく、一方的に教えたり、挑
戦を促したりするだけでは、なかなか人の心
は動きません。だからこそ、学生、教職員、
修了生、地域の皆さんが一緒になり、ときに
は少しばかげて見えることにも、本気の熱量
で取り組める文化が大切です。大学は企業
とは少し違って、挑戦し、たとえ失敗しても、
それを次の学びに変えられる場所だと思い
ます。成功しなくても、その経験は次の世代
に手渡せます。JAISTを、誰もが夢中にな
り、新しい挑戦が次 と々生まれる場所にして
いきたいと思います。

内の教職員・学生・修了生、
そして学外へのメッセージを

お願いします。
学

Q

　研究科長として大切にしたいのは、教育
でも研究でも、いつも何か新しい挑戦が動
いていることです。ただ、新しいことを始め
るだけでよいとは思っていません。始めた取
組が本当に意味のあるものになっているの
か、進捗を見ながら絶えず問い直すことも
大切です。うまくいかなければ方向を変え、
場合によっては一区切りをつけ、その経験を
次の挑戦に生かす。そうした挑戦と検証を
柔軟に繰り返せる研究科でありたいと思っ
ています。
　JAISTには、知識科学、情報科学、マテリ
アルサイエンスという、研究対象もアプロー
チも大きく異なる分野が一つの研究科に集
まっています。これほど異なる分野が同じ組
織の中にあることは、世界的に見ても珍しい
のではないでしょうか。昨今は、アカデミア
にも「破壊的イノベーションを生み出せ」と、
半ば当然のように求められる時代です。もち
ろん、そう簡単に生み出せるものではなく、
私たち研究者にとってもなかなか大変な要
求です。しかしJAISTは、そのための素地が、
すでにあります。大切なのは、この強みを本
当に生かせるかどうかです。分野を超えた研
究を国内外の大学、企業、公的研究機関と
の連携や社会実装、スタートアップの創出へ
とつなげていく。そうした挑戦を積み重ねた
先に、「JAISTでなければ生まれない」と言
われる教育や研究が育ち、国内外から意欲
ある学生や研究者が自然と集まってくる。気
が付けば、そんな研究科になっている。それ
が私の理想です。

究科長として、どのような研
究科を目指していますか。ま

た、その実現に向けてどのような取組
を進めていきたいとお考えですか。
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員として本学に戻り、さらに
研究科長に就任された今、

どのような思いがありますか。
教

先端科学技術研究科長・副学長・教授
北陸先端科学技術大学院大学
1998年3月博士後期課程修了
博士（材料科学）

シンガポール 科学技術研究庁
（A*STAR）に18年間在籍し、Principal 
Investigatorとして研究室を主宰。2021
年、かつて大学院生として研鑽を積ん
だJAISTに教授として着任した。専門は
生体材料学。現在は、緑茶カテキンの
生理活性を活用し、薬を患部へ運ぶと
ともに治療効果も発揮するナノ粒子の
開発に取り組んでいる。また、体内に注
入した後にゲル化するハイドロゲルを
用いた組織修復や再生医療の研究に
も取り組んでいる。米国ボストンの研究
者らと複数のスタートアップを共同で
設立するなど、企業との共同研究や起
業を通じて、ナノ医療および再生医療
技術の社会実装を推進している。

栗澤 元一
KURISAWA Motoichi

　JAISTの創設から間もない時期に、材料科学研究科の
第1期生として学び、博士号を取得した栗澤教授。修了後
は国内外で研究者として経験を重ね、シンガポール科学
技術研究庁（A*STAR）では18年間にわたり研究室を主
宰しました。2021年、研究者としての原点であるJAISTに

教授として戻り、現在は研究科長・副学長として、教育・研
究と大学運営を担っています。
　かつて自身を育てた場所で、今度は次世代の研究者を
育てる立場となった栗澤教授。JAISTでの学びや海外で
培った視点を、現在の教育や大学運営にどのように生か
し、JAISTの未来をどのように描いているのでしょうか。
　本企画では、学生時代から現在に至るまでの歩み、研
究科長として目指す大学院教育と研究の姿、そして生体材
料学を基盤とする先端研究と、その成果を医療へつなげる
社会実装への挑戦について紹介します。

　教員としてJAISTに戻ったときは、懐かし
さとともに、大きな責任を感じました。かつ
て自分が学び、先生方に育てていただいた
場所で、今度は学生や若手研究者を育てる
側になったからです。研究科長・副学長と
なった今は、自分自身が研究成果を出すこ
とだけでなく、次の世代が自由に挑戦し、成
果を生み出せる土壌をどう残していくかを、
以前より強く考えるようになりました。
　JAISTは創立からまだ35年余り。長い歴史
を持つ国内外の大学や研究機関と比べれ
ば、大学としてはまだ“若手”です。思い返す
と、創設期の私たち学生も教職員も、強い
思いと努力があれば、JAISTは日本初の国立
大学院大学として、短期間で基盤と存在感
を築けると考えていたのではないでしょう
か。しかし今、大学運営に関わる立場になっ
てみると、教育や研究、人とのつながりの
積み重ねが、大学としての確かな伝統や価
値観になるには、もう少し時間が必要だと
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JAIST HOT NEWS
https://www.jaist.ac. jp/whatsnew/info/

2026年1月から6月までのニュース！

　2月13日、令和7年度「産業界等の有識者
と学長との懇談会」をANAクラウンホテルプ

ラザ金沢で開催し、インダストリアルアドバイ
ザーにご就任いただいている産業界等の有
識者46名にご出席いただきました。
　懇談会では、はじめに飯田弘之理事（学
生・教育連携担当）・副学長から本学にお
ける最近の教育連携活動について、続いて
上原隆平副学長から国際連携による研究の
推進について、さらに、中田泰子未来創造イ
ノベーション推進本部長補佐・地域イノベー
ション研究推進センター長から令和7年度の
産学官連携活動について説明がありました。
　また、インダストリアルアドバイザーである、

ケーイーエフ株式会社代表取締役伊与久 
義武氏より産業界と連携した博士人材育成
制度による学生支援について、ならびに
ACADEMIC VISION合同会社代表社員越前
屋俵太氏より本学への広報支援についてご
紹介いただきました。
　後半の意見交換会では、自由な懇談・意
見交換の場を設け、参加者同士の交流を深
めるとともに、本学の教育・研究ならびに
産学連携について、率直な意見や要望を多
数いただき、大変有意義な懇談会となりま
した。

　3月13日、本学東京サテライトにおいて、
初となる「JAIST東京フォーラム」を開催し
ました。本フォーラムは、生成AIの急速な
進展を背景に、人文学・社会科学の知と
AIの融合による新たな価値創造と、AI時
代に求められる人材育成のあり方を議論
することを目的としています。当日は企業
や大学関係者を中心に約50名が参加しま
した。
　冒頭、寺野稔学長がAI人材不足への課題
認識と産学連携の重要性を述べ、続いて文
部科学省高等教育局の村尾崇国立大学法
人支援課長より高度人材育成への期待が示
されました。
　講演では、デジタルハリウッド大学教授
の橋本大也氏が最新AI技術の動向を、日立
パワーソリューションズ執行役員の森脇紀彦
氏が企業におけるAI活用の実践事例を紹介

しました。さらに、本学の上原隆平副学長（研
究科改革担当）・先端科学技術研究科長よ
り、人文学・社会科学系人材を対象とした
新たなAI教育プログラムの構想が示されま
した。
　後半のパネルディスカッションでは、本学
の永田晃也副学長 （社会人教育担当） を
ファシリテーターに、一般社団法人Japan 
Innovation Network代表理事の仙石太郎
氏も交え、「企業が求めるAI人材像」や「産
学連携の方向性」をテーマに活発な議論が
行われました。
　今後も本学は、AI時代に対応した人材育
成と価値創造に向け、産業界との連携を一
層強化していきます。

1	 �

2	�

令和７年度「産業界等の有識者と学長との懇談会」を開催

JAIST東京フォーラムを開催
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JAIST HOT NEWS
https://www.jaist.ac. jp/whatsnew/info/

2026年1月から6月までのニュース！

  3月19日、本学は創立35周年を記念し、キャン
パス内において記念植樹式を執り行いました。

　記念樹には、「これまで携わってきた人々
との絆を大切にし、科学技術の継承とさらな
る発展を祈念するとともに、ここにその思い
が香りとともに届くように」との願いを込め、
金木犀（キンモクセイ）が選ばれました。
　当日は、学長、理事、監事、研究科長に
加えて、経営協議会委員が出席し、寺野稔

学長の挨拶に続いて、出席者全員が順に土
をかける「土かけの儀」を行い、節目の年をと
もに祝いました。
　金木犀は、秋に芳しい香りの花を咲かせ
ることから、今後も本学の歩みとともに成長
し、キャンパスに集う皆さまに長く親しまれる
存在となることを願っています。

3	�創立35周年記念植樹式を挙行しました

　5月18日、文部科学省記者会見室にお
い て、American Association for the 
Advancement of Science（AAAS、アメリカ
科学振興協会）との連携イベント「信頼でき
る科学のネタをどう探し出すか？国際的な科
学プレスリリース配信プラットフォームAAAS 
“EurekAlert!”の活用術」を開催しました。

　本イベントは、科学報道において課題とさ
れる「信頼できる情報源の確保」や「国内外の
科学動向の把握」に対応することを目的に企
画されたもので、記者・メディア関係者を中
心に多くの参加者を迎え、実践的で活発な
議論の場となりました。
　はじめに、本学の寺野稔学長より開会挨拶を
行い、小泉周理事（研究戦略担当）・副学長がモ
デレーターとして本イベントの趣旨と、科学情報
の国際的流通の重要性について説明しました。
　続いて、AAASより、EurekAler t!担
当部長のBrian Lin氏、およびScience 
Magazine PublisherのBill Moran氏が登

壇し、EurekAlert!を用いた国内外プレスリリー
ス検索等の活用や、国際的な科学情報流通
の最前線、オープンアクセス政策が研究発
信および報道環境に与える影響等について、
京都大学のDavid Hajime Kornhauser氏の
解説を交えて紹介がありました。
　本イベントは参加者にとって実務に直結す
る有益な内容となるとともに、科学報道にお
ける現状と課題などについて多角的な意見交
換が行われ、理解を深める機会となりました。
　本学では、今後も国際的な連携を通じた
科学情報発信の高度化と、メディアとの連携
強化に取り組んでいきます。

　6月18日、19日の2日間、ANAクラウンプ
ラザホテル金沢および金沢商工会議所会館
において、石川県で初めて「産学連携学会
第24回大会金沢大会」を開催し、2日間で延
べ600名を超える参加者を迎えました。本大
会は、特定非営利活動法人産学連携学会
の主催、本学未来創造イノベーション推進本
部およびJAIST支援財団の共催のもとに開
催しました。

　同大会は、産学連携学の体系的な確立お
よび産学官金連携のさらなる発展を通じて学
術・技術の振興を図り、豊かで個性と活力
に富んだ社会の構築に資することを目的とし
ました。また、地域や分野を越えた連携の可
能性を探求し、理論と実践の融合による新た
な知見の創出と、持続可能な社会の実現に
向けた共創の契機となることを目指しました。
　初日は、『能登震災からの復興 ～産学連
携やスタートアップの価値～』をテーマに、
西垣淳子氏（前石川県副知事 現政策研究大
学院特任教授兼金沢工業大学客員教授）に
よる基調講演で幕を開けました。
　その後、『「スタートアップ・エコシステム
共創プログラムにおける地域のスタートアッ
プ創出」～災害復興などの地域課題・社会

課題の解決とグローバルなスタートアップ創
出への取り組み～』をテーマとしたシンポジ
ウムを開催しました。同シンポジウムはTech 
Startup HOKURIKU(TeSH)とNINEJPの連
携で開催されたもので、各プラットフォーム
の代表が集結し、各地域の課題やグローバ
ル展開などについて議論を交わしました。
　2日目は、産官学の多くの方々にお集まり
いただき、オーガナイズドセッションおよび
一般講演を実施しました。スタートアップや
産学連携、人材育成などをテーマに発表や
討論が行われ、各会場は多くの聴衆で賑わ
いました。
　本学は今後も、産学連携やスタートアップ
関連事業の推進に取り組むとともに、能登半
島地震の復興に向けた取組を進めていきます。

4	�

5	�

JAIST-AAAS連携イベントを開催

産学連携学会第24回大会金沢大会を開催
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　4月7日、産学官連携推進センター副セン
ター長で地域イノベーション推進センター長
の中田 泰子（なかだ やすこ）准教授が、文
部科学大臣表彰「研究支援賞（研究開発マ
ネジメント部門）を受賞することが発表され、
4月15日に表彰されました。
　本賞は、令和8年度に新設された文部科
学大臣表彰の一つで、研究を生み出す仕
組みや支援の高度化に貢献した人材（URA
等）を対象としており、中田准教授の「大学
をハブとした地域イノベーション創出基盤の
構築への貢献」が評価されました。 
　中田准教授は、産学官金を横断的につ
なぐ共創の仕組みづくりに取り組み、URA

（リサーチ・アドミニストレーター）を中心に
年間500社以上の企業を訪問して、企業の
課題やニーズを収集。その声と大学の研究
シーズを結びつけることで、産学官金連携
によるイノベーション創出基盤を構築してき
ました。
　その中心となる取組が、平成26年から継

続的に開催している企業ニーズと大学シー
ズを結びつける産学官金連携マッチングイ
ベント「Matching HUB」です。企業、大学、
自治体、金融機関など多様な主体が交流
する場を形成し、共同研究や新製品・新事
業の創出につながる仕組みとして発展して
います。
　「Matching HUB」を核とした産学官金連
携ネットワークは、北陸地域を超えて全国へ
と広がり産学官金連携モデルとして発展して
います。能登半島地震後には、このネットワー
クを活用した復興支援にも取り組みました。

北陸の地域と大学をつなぐ産学官金連携モデルを確立
― 中田准教授が文部科学大臣表彰 研究支援賞を受賞 ―

学長表彰も
行いました！

　5月28日、今回の中田准教授の顕
著な業績をたたえ、学長表彰授与
式を開催し、寺野学長から中田准
教授へ表彰状が授与されました。

　地域の企業・大学・自治体をつな
ぐことで、研究成果が社会に届く仕組
みを構築してきました。「Matching 
HUB」は、北陸地域にとどまらず全国
に広がり、地域イノベーションを支え
るモデルとして機能しています。本受
賞は、産学連携部門をはじめ多くの
関係者とともに取り組んできた成果で
あり、日頃から連携いただいている皆
さまに感謝しています。この受賞
を励みに、今後もこの仕組みをさ
らに深化させ、各地の課題
解決や価値創造に貢献して
いきたいと考えています。

中田准教授

Matching HUBの様子

学長表彰での記念撮影

※学長表彰は、本学の教育研究及び
大学運営に功績のあった職員又は
学生、並びに本学の発展に貢献し
た学外の個人及び団体等に学長か
ら表彰状又は感謝状が授与される
ものです。
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2026.3.11

第10回（2025年度）教育功労賞
松本 正 名誉教授

電 
子情報通信学会

2026.3.2

優秀発表賞
創造社会デザイン研究領域　宮田研究室
博士前期課程2年　近藤 耀、LIU, Xiangyu 

CG-ARTS賞
創造社会デザイン研究領域　宮田研究室
博士前期課程2年　近藤 耀

映像表現・芸術科学 
フォーラム2026

2026.5.20

2026.6.2

Best Paper Award
次世代デジタル社会基盤研究領域
青木 利晃 教授
RIVIERE Peter Bernard特任助教

研究会優秀講演賞（若手部門）
次世代デジタル社会基盤研究領域
高野 恵輔 助教

12 th International Conference on Rigorous 
State Based Methods（ABZ 2026）

電子情報通信学会 
リコンフィギャラブル 

	  システム研究専門委員会（RECONF）

2026.3.25

電子情報通信学会北陸支部　優秀学生賞
人間情報学研究領域　岡田研究室
博士前期課程2年　藤田 祐樹

電子情報通信学会北陸支部　学生優秀論文発表賞
次世代デジタル社会基盤研究領域　リム研究室
博士前期課程2年　崎間 寛哉
次世代デジタル社会基盤研究領域　井口研究室
博士前期課程1年　草原 士

情報処理学会北陸支部　優秀学生賞
創造社会デザイン研究領域 謝研究室
博士前期課程2年　宮内 竜一

情報処理学会北陸支部 優秀論文発表賞
次世代デジタル社会基盤研究領域　井口研究室
 博士前期課程2年　谷口 稜、 FENG, Mingyu

日本音響学会北陸支部　優秀学生賞
人間情報学研究領域　鵜木研究室
博士前期課程2年　牧野 哲平、 松尾 洋杜
人間情報学研究領域　木谷研究室
博士前期課程2年　鈴木 雅子

計測自動制御学会北陸支部 優秀学生賞
人間情報学研究領域　池研究室
博士後期課程1年　財部 駿星

電子情報通信学会・ 
情報処理学会・日本音響学会・ 

	  計測自動制御学会 各北陸支部
SICE International Young Authors Award (SIYA)
ナノマテリアル・デバイス研究領域　HO研究室
博士後期課程3年　友水 豪志

The 2026 IEEE/SICE International  
Symposium on System  

	  Integration (SII 2026)

2026.1.14

2026.1.28

優秀賞
ナノマテリアルテクノロジーセンター
宮里 朗夫技術専門職員、四十万谷 智子研究員

技術支援貢献賞
ナノマテリアルテクノロジーセンター
宮里 朗夫技術専門職員

文部科学省マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM) 
令和7年度秀でた利用成果

2026.2.17

ベストプラクティス部門　優秀賞
トランスフォーマティブ知識経営研究領域 
西村拓一研究室
博士後期課程2年　三ツ木 直樹

空 き家リノベーション 
コンテスト2025
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同窓会設立趣旨
本会は、会員相互の親睦を厚くし、併せて
北陸先端科学技術大学院大学の発展に協力す
ることを目的とする

主な活動 同窓会への参加

https://www.alumni.jaist.ac.jp/
アカウントやパスワードが分からない場合は、
alumni@ml.jaist.ac.jp まで。

https://www.facebook.com/JAIST同窓会-
285261078263329/
または http://bit.ly/JAIST-alumni

JAIST

▶同窓会総会 （東京サテライト）
・活躍する修了生の講演・懇親会

▶同窓会Webに登録

▶ Facebookページ

▶ 修了生名簿の管理
・同窓会Webにて随時入力更新可能

▶ 在学生への支援
・学位記授与式時、博士後期課程修了生に
　アカデミックガウンを貸出
・修了生有志がキャリアメンターとして、
　就職・キャリア等について助言

学生・教職員による
「JAISTフォトコンテスト2025」入賞作品より

同窓会

※大学及び同窓会からのお知らせは、同窓会Webに登録された「転送先メール
アドレス」宛にお送りしますので、最新の情報へ更新をお願いします。

情報科学修了生の講演
「IOWNで切り拓く光技術による量子情報科学の未来」
高杉 耕一 氏（NTT株式会社 未来ねっと研究所 主席研究員）
（1997年3月 情報科学研究科 博士前期課程修了、國藤研究室）

マテリアルサイエンス／材料科学修了生の講演
「知的たくましさと体験の重要性：インダストリとアカデミアの狭間で」
和田 透 氏（北陸先端科学技術大学院大学 助教）
（2010年3月 マテリアルサイエンス研究科 博士後期課程修了、寺野研究室）

知識科学修了生の講演
「JAISTでの知識創造研究を活かした現在の研究・教育について」
吉永 崇史 氏（横浜市立大学 国際マネジメント研究科 教授）
（2007年9月 知識科学研究科 博士後期課程修了、遠山研究室）

2026

3/22 令和 7年度 J A I S T 同窓会総会・講演会
本学東京サテライトにおいて、同窓会主催（本学後援）による同窓会総会・講演会が開催されました。

　橋本昌嗣同窓会長の開会挨拶で幕を開
け、この一年の活動を振り返るとともに、本
学修了生の活躍ぶりが紹介されました。
　続いて、寺野稔学長、永井由佳里理事・
副学長、飯田弘之理事・副学長が登壇し、
大学の近況紹介を行いました。Matching 
HUBやTech Startup HOKURIKU（TeSH）
をはじめとする産学官金連携活動、研究力
強化に向けた学内組織改革、産業界で活躍
しうる博士人材の育成等の説明があり、また

修了生による日頃の支援に対し感謝の意が
述べられました。
　引き続き行われた講演会では、3名の修了
生から、在学当時の思い出や現在の仕事に
活きている学びを交えつつ講演があり、会場
は大いに盛り上がりました。
　当日は、オンライン参加も含め、修了生と
本学教職員合わせて約70名が参加し、世代
や専門分野を超えて親睦を深めました。

1

2

3

活躍する修了生
VOICE OF ALUMNI
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1

2

3

活躍する修了生
VOICE OF ALUMNIV O I C E  O F  A L U M N I  活躍する修了生

識科学での学びは、学際研究の素
養を培い、現在の研究・教育活動

の礎となっています。現在は熊本県立大学
総合管理学部総合管理学科情報専攻の教
授として、専門である感性情報学を基盤に、
地域実践型の研究や教育に取り組んでいま
す。メディア・アートを活用した地域づくり
や文化資源の価値創出など、感性と情報
技術を融合したアプローチを通して地域課
題の解決を目指しています。
　JAISTでは、多様な専門性を持つ教員や
学生との交流に加え、フランス、カナダ、オー
ストラリアへの研究留学など、入学前には
想像していなかった数多くの経験を積むこ
とができました。研究生活は決して平坦で
はありませんでしたが、自分自身の知識や
考え方の深さと広がりを実感できた貴重な
時間でした。研究に対する着想力、チャレ
ンジ精神、そして最後までやり遂げる力は、
JAISTの自由で学際的な研究環境の中で育
まれたものであり、現在も研究者として活
動する原動力となっています。
　特に、5Dプログラム（5年一貫的教育制
度）で過ごした日々は、私にとって大きな財

産です。研究室では友人や先輩・後輩と
互いに刺激を受けながら切磋琢磨し、多様
なバックグラウンドを持つ仲間との交流を通
して、研究だけでなく人生観にも大きな影
響を受けました。こうした経験は、学際的
な視点で地域課題に向き合う現在の研究活
動にも生きています。
　現在の目標は、日本発の地域研究をグ
ローバルな先端研究へと発展させることで
す。地域には文化的・資金的・組織的な
制約の中で解決すべき課題が数多くありま
すが、そこから得られる知見には世界にも
通じる普遍性があると考えています。JAIST
は最先端の研究設備だけでなく、多様な専
門分野の研究者が集い、新たな学際領域
を創発する「場」として大きな魅力を持ってい
ます。今後も日本を代表する研究大学とし
て、新しいディシプリンを切り拓いていくこ

とを期待しています。

　現在、令和8年熊本地震により熊本県内
では甚大な被害が発生しており、私自身も
地域の大学教員として、研究・教育活動と
並行しながら被災地の支援や復旧・復興活
動に携わっています。長期化する避難所生
活や地域コミュニティの再建には、現地だ
けの力では限界があります。本誌をご覧の
皆様におかれましても、被災地への継続的
なご支援、ご協力を賜れますと幸いです。

のたび、ヤンゴン情報技術大学
（UIT）の学長を退任し、これまで歩

んできた道のりを振り返ると、JAISTで過ご
した日々が、私の歩みを大きく形づくってき
たことを感じています。
　JAISTの情報科学研究科で博士号を取得
した後、ミャンマーに戻り、複数のコンピュー
タ大学で高等教育に携わりました。その後
の5年間は目まぐるしく過ぎていき、教授、
副学長を経て、UITの学長を務めました。
JAISTで身につけた確かな学術的基盤と大
学組織に関する知見は、こうした立場で大
学を率いる上で大きな支えとなりました。

　JAISTでの経験を礎に、日本、シンガポー
ル、韓国、タイ、ベトナム、マレーシア、イ
ンド、ロシアにわたる幅広い国際的な学術
ネットワークを築くことができました。また、
こうした協力の精神を大切にしながら、国
内外のテクノロジー企業と連携し、学部学
生が大学での学びを産業界につなげられる
よう、充実したインターンシッププログラム
の構築にも取り組みました。
　学問だけでなく、日本で過ごした日 も々、
私の人生に忘れられない思い出を残してく
れました。留学生旅行に参加したこと、日

本語の先生のご自宅でクラスメートと一緒
にパン作りを教わったこと、「JAPAN TENT」
でホストファミリーのご家庭に滞在したこと
などは、18年が経った今でも鮮明に覚えて
います。その中でも私が何より好きだったさ
さやかな楽しみは、JAISTの図書館で静か
に本を読んで過ごす時間でした。
　これまで私が自分の専門分野や社会に少
しでも貢献することができたとすれば、その
原点にはJAISTで学ぶ機会を得たことがあ
ります。大学を率いる立場にあった間、次
の世代の学生たちにも、私自身が得たよう
な、人生を大きく変える機会を得てほしいと
考え、海外の大学との強い関係づくりに努
めてきました。
　JAISTで得たものは、博士号だけではあ
りません。社会に貢献していくための力と視
野も与えてくれました。これからもJAISTが、
特に開発途上国からの学生も含め、十分な
教育を受けたリーダーを育て続け、その素
晴らしい国際的な評価をさらに高めていくこ
とを願っています。
※英文による寄稿を広報・学生獲得推進室で翻訳
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ジャイストインフォメーション

JAIST INFORMATION

JAIST変人ラジオ
越前屋俵太氏をナビゲーターに迎え、本学で研究に取り組む個性豊か
な研究者たちの研究内容や人柄に焦点を当てた音声コンテンツ
「JAIST変人ラジオ」を制作・配信しています。「変人」とは“時代を変え
ていく人”を意味しており、研究の最前線に立つ教員の思いや視点を、
真面目ながらも軽やかな語り口でお届けするアカデミックなラジオ番組

です。2024年8月には、寺野稔学長を
はじめとする12名の教員
によるトークを配信し、多
様で創造的な本学の魅力
を広く発信しました。

北陸先端科学技術大学院大学広報誌

JAIST NOW No.25

発行

〒923-1292  石川県能美市旭台1-1
TEL 0761-51-1031　E-mail kouhou@ml.jaist.ac.jp

2026年9月発行
北陸先端科学技術大学院大学
広報・学生獲得推進室

今号も、研究成果や受賞、修了生の活躍など、JAISTから生まれたさまざまな話
題をお届けしました。一つひとつの記事から、研究に取り組む人々の思いや、世
界へと広がるJAISTのつながりを感じていただければ幸いです。これからも、本
学の「今」を皆さまにお伝えしていきます。

広報・学生獲得推進室から

JAIST

この他にも、JAISTでは働きながら修士や博士の学位の取得
を目指す意欲ある社会人向けに、「社会人コース（東京）」、
「産学官連携社会人コース」を設けています。

説明会を随時開催しております。

令和9年4月

ウェブサイト「学長だより」を開設しています

JAIST基金
JAIST基金へのご協力、
心より御礼申し上げます。
本学は、2010年4月に、本学における教育研究を充実・発展させることを目的と
した「JAIST基金」を創設しております。
JAIST基金には、教育研究及び学生の修学への支援を一層充実させるため、
「教育研究支援基金」と「修学支援基金」という2つの種別の基金を設けてお
り、寄附を受け入れております。
「教育研究支援基金」は、教育研究推進、社会貢献、国際交流等の事業に、「修
学支援基金」は、経済的理由により修学が困難な学生を支援する事業に活用
させていただきます。

北陸近郊で働きながら
先端科学技術の修士号や博士号を取得する

北陸の創造都市で学ぶ
先端科学技術のイノベーション

社会人コース（北陸）開設開設

JAIST 基金への寄附の申し込み方法
インターネット決済(クレジットカード、コンビニ、
Pay-easy)や、銀行振込、現金でのご寄附はこちら
から承ります。

古本募金のご寄附は、「教育研究支援基金」とし
て活用いたします。ご自宅まで宅配業者が集荷に
伺います。専用フォームからお申し込みください。

ウェブサイト「この人に聞く」で
は、様々な分野の教員にインタ
ビューを行い、最先端の研究内
容や学生に向けた
メッセージを、写真
や動画とともに紹介
しています。

教員インタビュー「この人に聞く」で
最先端の研究にフォーカスします！

「インタビュー特設サイト」
JAISTとあなたの未来を創造（想像）していくメディア

寺野稔学長が、JAISTに関連した重要なトピックスを取
り上げ、大学の活動や成果が学内外から見えるように、
「学長だより」として皆様に発信しています。学長からの
メッセージを、ぜひご一読ください。

研究室の魅力と在
学 生 のホンネを
綴ったサイトを公開
中です。

※本誌に掲載している方の身分及び学年は、
　取材時または受賞時のものです。


